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第 1 章 はじめに

理化学研究所・バイオリソースセンター・マウス表現型知識化研究開発ユニットでは、これまでコンピュータによる解釈が困難だったマウス表現型情報を、より高度な情報整備を行ってデータベース化することにより、ライフサイエンスコミュニティにおけるこれらのリソース利用／共有をさらに高めていくことを目指しています。マウス表現型情報は実験プロトコルの影響を大きく受けることから、マウス表現型情報を高い信頼性を持って共有・統合するためには、研究室間で異なるプロトコルを比較検討することが可能な情報基盤を整備することが必要不可欠です。そこで、本ユニットではバイオリソースセンター内外のマウス表現型解析プロトコルを収集するとともに、プロトコルの相違を詳細かつ容易に比較することが可能なフォーマット、Standardized Description of Operating Procedures（SDOP）を開発しました。さらに、大規模なマウス表現型解析プロジェクトである日本マウスクリニックとEuropean Mouse Disease Clinic（EUMODIC）との間で共通する全16種類のテストを対象として、SDOPに準じたデータベース（SDOP-DB）を構築し、Web上に公開しています。現在本ユニットは、プロトコル情報の国際的なリポジトリーとしての役割を担うべくSDOP-DBの機能を拡張させ、プロトコルの収集からSDOP-DB上での公開までの一連の作業手順のシステム化を計画しています。このシステム化において、より多くのプロトコルを収集し効率よく公開していくためには、SDOPフォーマットで収集したプロトコル情報を、国際的共有に適った国際標準データ形式であるPhenotyping Procedures Markup Language （PPML）フォーマットに自動変換するツールの開発が必須です。
PPML自動変換ツールは、SDOPフォーマットからPPMLフォーマットへと自動変換を行うことを目的として開発したVBAプログラムです。

1.1 PPML自動変換ツールの機能

　PPML自動変換ツールは以下のファイルを読み込み、PPMLデータファイルを作成します。ファイルの選択や出力するファイル名の設定などの変換条件は表示される実行画面上で行います。
· SDOPデータファイル

SDOP-DB(マウス表現型解析プロトコールの国際的共有・統合のためのデータベース)からダウンロードできるMicrosoft Excelファイル。実験プロトコルが記載されています。詳細を2.1節に示します。
· SDOP-PPML対応表ファイル
SDOPデータファイルの項目についてPPMLフォーマットのどの要素に従い変換するかが1対1の関係で定義されているMicrosoft Excelファイル。詳細を2.2節に示します。

この際、追加して変換したいSDOPデータファイル「追加SDOPデータファイル」（複数ファイル対応）とSDOP-PPML対応表ファイル「追加SDOP-PPML対応表ファイル」を読み込み、作成されるPPMLデータファイルにデータを追加することができます。概要図を図 1.1に示します。
PPMLデータファイルへ変換する過程でSDOPデータファイルとSDOP-PPML対応表ファイルのデータが統合されたSDOP-PPML中間生成ファイルが作成されます。詳細を2.3節に示します。
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図 1.1　PPML自動変換ツールの入出力ファイルについて
1.2 フォルダ・ファイル構成
SDOPデータファイルとSDOP-PPML対応表ファイルからPPMLデータファイルへ変換するVBAプログラムは「SDOP-PPMLConversionTool.xls」ファイルに実装されています。システムのファイル構成を図 1.2に示します。XML自動変換ツールフォルダがルートフォルダです。表 1‑1に、システムを構成するフォルダおよびファイルについて概要を示します。
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図 1.2　PPML自動変換ツールのファイル構成
表 1‑1　フォルダ構成
	フォルダ名
	説明

	caption
	本ツールの変換実行画面に表示されるキャプションが定義されたCSVファイルを格納するフォルダ。en_caption.csvには英語のキャプションが定義されています。

	img
	本ツールの変換実行画面で使用される画像ファイルが格納されたフォルダ。

	intermediate_files
	中間生成ファイルを格納する一時フォルダ。フォルダが存在しない場合は自動作成されます。

	mySetting
	本ツールの変換実行画面で設定した情報を保持するファイル(mySetting.xls)が格納されたフォルダ。詳細を2.4節に示します。

	PPML schema file
	PPMLスキーマファイル(PPML_v1_4.xsd)を格納するフォルダ。

	SDOP-PPML reference files
	SDOP-PPML対応表ファイル(SDOP_PPML_reference_*.xls)を格納するフォルダ。詳細は、第2.2節を参照のこと。

	SDOP files
	理研webサイトよりダウンロードしたSDOPのMicrosoft Excel形式のファイル。


1.3 動作環境

本ツールの動作環境表 1‑2を示します。

表 1‑2　動作環境
	項目
	システムおよびバージョン

	OS
	Microsoft Windows XP 以降

	Microsoft Office Excel
	2003 以降

	Visual Basic for Applications
	6.0 以降


1.4 インストール方法

SDOP-DBのダウンロードサイト（http://www.brc.riken.jp/lab/bpmp/SDOP/ja/download/index.html）から、「SDOP-PPML自動変換ツール」を、ご使用になるコンピュータにダウンロードして下さい。
　以上で、インストールは完了です。
第 2 章 PPML自動変換ツールで取り扱うファイルについて
PPML自動変換ツールで取り扱われるファイルについて本章で述べます。
PPML自動変換ツールのインプットファイルであるSDOPデータファイルおよびSDOP-PPMLデータファイルについてそれぞれ2.1節および2.2節に述べます。
また、PPMLデータファイルを作成する過程で生成されるSDOP-PPML中間生成ファイルについて2.3節に述べます。
PPML自動変換ツールの実行画面の設定情報を保持する画面設定情報保持ファイルについて2.4節に述べます。

2.1 SDOPデータファイルについて
実験プロトコルが記載されるSDOPのデータファイルはSDOP-DB(マウス表現型解析プロトコルの国際的共有・統合のためのデータベース)からダウンロードできるMicrosoft Excelファイルをデータソースとします。
本ツールで使用する実験プロトコルのデータはダウンロードしたMicrosoft Excelファイルのシート名「Input SDOP」に記載されているフォーマット（以下、SDOPフォーマット）を用います。
2.1.1 ヘッダーについて
SDOPフォーマットには表 2‑1に示すヘッダーが定義されています。本ツールでは表 2‑1に示された以外のヘッダーに対しPPMLデータファイルへの変換処理を行います。
表 2‑1　SDOPフォーマットのヘッダー名について
	ヘッダー名
	説明

	SDOP schema
	要素名および階層構造が記入された列。

	Item
	要素名が記入された列。

	Level
	階層構造が番号として記入された列。


※上記以外のヘッダー名に対しPPMLデータファイルへ変換を実施します
2.2 SDOP-PPML対応表ファイルについて
SDOPとPPMLの要素の対応関係を定義するSDOP-PPML対応表ファイルについて次節以降に述べます。

2.2.1 整備済みSDOP-PPML対応表ファイル

　システムインストール時に導入される対応表ファイルは以下の通りです。

	項目
	ファイル名

	血圧
	SDOP_Blood_pressure_ver1_8.xls

	生化学
	SDOP_PPML_reference_Clinical_biochemistry.xls

	骨密度
	SDOP_PPML_reference_DEXA.xls

	血算
	SDOP_PPML_reference_Hematology.xls

	ホットプレートテスト
	SDOP_PPML_reference_Hotplate.xls

	飼育
	SDOP_PPML_reference_husbandry.xls

	オープンフィールド
	SDOP_PPML_reference_Open_field.xls

	ローターロッド
	SDOP_PPML_reference_Rotarod.xls

	SHIRPA
	SDOP_PPML_reference_SHIRPA.xls


　なお、インストール時の対応表ファイルは、PPML v.1.4に準拠しており、それ以外のバージョンでの動作は保証しておりません。

　試験項目の追加、PPMLの他バージョンへの対応には、項目・バージョンに対応する対応表ファイルの作成が必要です。
2.2.2 SDOP-PPML対応表ファイルのフォーマット

SDOP-PPML対応表ファイルのフォーマットについて図 2.1に述べます。
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	番号
	説明

	(1)
	PPMLとSDOPのデータの範囲を指定します。PPMLの範囲には”PPML”、SDOPの範囲には”SDOP”と入力します。

	(2)
	作成するPPMLの要素の階層構造を示す「”LEVEL ” +階層番号 」と入力します。ルート要素「procedure」の階層番号を1とします。

	(3)
	PPMLデータファイルへ変換する際の既定値を設定します。既定値の参照方法は3.4項の「PPML file configurations」画面で設定できます。PPMLの要素「dateType」への設定は、表 2‑2に記すようにデータ型に従い、要素「description」の値を抽出します。

	(4)
	PPMLの要素の階層構造を示す「”LEVEL ” +階層番号 」と設定します。階層番号はSDOPデータファイルに設定されている「Level」の番号を入力します。

	(5)
	作成するPPMLの要素名および属性名、階層構造を設定します。この構造に従い、XML文書が作成されます。

	(6)
	(5)のPPMLの要素に対応したSDOPの要素名をおよび階層構造を入力します。この構造に従い、SDOPデータファイルから実験プロトコルのデータを取得します。

	(7)
	シートには１テーマのSDOPとPPMLの対応を設定します。シートがどのテーマに対応するかの設定は”SETTING”シートで行います。詳細は2.2.3節に示します。


図 2.1　SDOP-PPML対応表ファイルのフォーマットについて

表 2‑2　データ型の設定による値の抽出
	データ型
	出力されるdescriptionの値

	string
	値に変更なし

	integer
	値から始めに検索された整数

	float
	値から始めに検索された実数


2.2.3 SDOPとPPMLの要素のテーマごとの対応

PPMLのルート要素「procedure」は子要素に実験プロトコルに関するテーマごとに一つの要素が定義されます。テーマの要素へ変換するSDOPの項目の対応を表2‑3に示します。この対応の設定はSDOP-PPML対応表ファイルの”SETTING”シートで行います。2.2.4節に詳細を示します。
表2‑3　PPMLとSDOPの対応の概要
	PPML
	SDOP

	ルート
	要素名
	ルート
	項目名

	procedure
	species
	Specific experimental description
	Mice being tested*2

	
	source
	General experimental description
	Source

	
	title
	
	Title

	
	purpose
	
	Purpose

	
	documentation
	
	Reference information

	
	emergnecyProcedures
	
	-

	
	pipelineDescription
	
	Phenotyping pipeline

	
	investigatorNotes
	Specific experimental description
	Notes

	
	qualityControl
	
	Quality control

	
	time
	
	-

	
	capacity
	
	-

	
	controls
	
	-

	
	husbandry
	Husbandry (Housing Conditions)

	
	experiment
	technical

Requirements
	Specific experimental description
	Mice being tested*2
Equipment
Supplies*1

	
	
	experimental

Method
	
	Experiment

	
	
	
	Experimental data description
	Data analysis

	
	parameter
	Specific experimental description
	Mice being tested*2

	
	
	Experimental data description
	Measured parameters


*1オープンフィールドのみConsumables　*2一部Mice Under test
2.2.4 SDOP-PPML対応表ファイルのシート名と変換対象のPPMLの要素名の関連付け

SDOP-PPML対応表ファイルのシート名と変換対象のPPMLの要素名の関連付けを「SETTING」シートで定義します。

「Converting PPML element」列には2.2.3節に示すPPMLの要素が設定されます。「SDOP-PPML file's sheet name」列には変換するSDOP-PPML対応表ファイルのシート名を定義します。変換しないシートに関してはハイフンまたは空白を設定します。

また、「SDOP-PPML file's sheet name at addtion」列では追加SDOP-PPML対応表ファイルとして使用する場合の設定を行います。

3.2項に示す「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面の「Set “Sheet” name…」および「Additional SDOP file setting」画面の「Open」ボタンをクリックすると、「SETTING」シートが表示され、定義を変更できます。
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図 2.2　「SETTING」シート

2.3 SDOP-PPML中間生成ファイルについて
PPML自動作成ツールは実験プロトコルデータが入力されているSDOPデータファイルのデータを取得し、SDOPとPPMLの要素の対応が定義されているSDOP-PPML対応表ファイルをSDOPの項目を基に連結したSDOP-PPML中間生成ファイルを作成します。
SDOP-PPML中間生成ファイルはPPMLデータファイルに出力する値を「OUTPUT VALUE」列に設定されます。
「OUTPUT VALUE」列の値は3.4節の表 3‑4に示すように、SDOPデータファイルだけでなく、SDOP-PPML対応表ファイルの「DEFAULT VALUE」列の値も参照することができます。どちらの由来かを区別するために、SDOP-PPML対応表ファイル由来の場合は青色で塗りつぶされます。

SDOP-PPML中間生成ファイルはPPML自動変換ツールと同階層のフォルダの「intermediate_files」フォルダに格納されます。「intermediate_files」フォルダがない場合は自動作成されます。

SDOP-PPML中間生成ファイルは変換するSDOPデータファイルのヘッダー毎に作成され、ファイル名は出力ファイルと同名です。

初期設定ではSDOP-PPML中間生成ファイルはPPMLデータファイル作成後に削除されます。

削除の設定の変更は3.4項に示す「Options」画面で行います。
2.4 画面設定情報保持ファイルについて
設定する画面情報は、一度設定した情報は再度入力する必要がないよう、ルートフォルダ内の”mySetting”フォルダにあるmySetting.xlsファイル(Microsoft Exce形式)に保持されます。

画面設定情報保持ファイルのサンプルデータを入力した例を図 2.3から図 2.7に示します。
また、各シートに保持するデータと画面の対応について表 2‑4に示します。
表 2‑4　画面設定情報保存ファイルについて
	シート名
	画面名
	対応の詳細

	default_reference_setting（図 2.3）
	「Default sets of SDOP and reference files」画面
	表 2‑5

	ppml_output_setting 　　(図 2.4)
	「SDOP-PPML Conversion tool - PPML File」画面
	表 2‑6

	option (図 2.5)
	「Options」画面、「SDOP-PPML Conversion tool - PPML File」画面、「SODP-PPML Conversion tool - Convert」画面
	表 2‑7

	add_sdop_file_setting　　 (図 2.6)
	「Additional SDOP file setting」画面
	表 2‑8

	reference_header (図 2.7)
	「Additional SDOP file setting」画面
	表 2‑9


「add_sdop_file_setting」シートの項目「ID」は一意の番号が付けられます。「reference_header」シートの項目「Add SDOP ID」には「add_sdop_file_setting」シートの追加SDOPデータファイルに関連付けられた上記のIDが入力されます。
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図 2.3　「default_reference_setting」シート
表 2‑5　シートの項目名と画面の設定欄の対応（default_reference_settingシート）
	シートの項目名
	画面の設定欄

	Test name
	Test name

	SDOP-PPML reference file
	SDOP-PPML reference file
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図 2.4　「ppml_output_setting」シート

表 2‑6　シートの項目名と画面の設定欄の対応（ppml_output_settingシート）
	シートの項目名
	画面の設定欄

	Header name
	Header name

	Reference method of the PPML elements values.
	Reference method

	Trim the value to match datatype
	Trim by Datatype
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図 2.5　「option」シート

表 2‑7　シートの項目名と画面の設定欄の対応（optionシート）
	シートの項目名
	画面の名称
	画面の設定欄

	Remove intermediate files when finish conversion
	option
	Remove intermediate files when finish conversion

	Close SDOP-PPML reference files when finish conversion
	option
	Close SDOP-PPML reference files when finish conversion

	Close SDOP data files when finish conversion
	option
	Close SDOP data files when finish conversion

	The worksheet name of data in SDOP data file
	option
	The worksheet name of data in SDOP data file

	Do not show "About" form again
	option
	Do not show "About" form again

	PPML file output directory
	SDOP-PPML Conversion tool - PPML File
	PPML file output directory

	Open output folder when finish conversion
	SODP-PPML Conversion tool - Convert
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図 2.6　「add_sdop_file_setting」シート
表 2‑8　シートの項目名と画面の設定欄の対応（add_sdop_file_settingシート）
	シートの項目名
	画面の設定欄

	ID
	-

	Check
	チェックボックス

	Additional SDOP file path
	Additional SDOP file path

	SDOP-PPML reference file path
	SDOP-PPML reference file path

	Comment
	Comment
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図 2.7　「reference_header」シート

表 2‑9　シートの項目名と画面の設定欄の対応（reference_headerシート）
	シートの項目名
	画面の設定欄

	Add SDOP ID
	-

	Additional SDOP file’s header
	Additional SDOP file

	SDOP file’s header
	SDOP file


第 3 章 PPML自動変換ツールの実行方法

PPML自動変換ツールは画面上で変換条件を設定し、PPMLデータファイルを作成します。画面の遷移図を図 3.1に遷移図の説明を表 3‑1示します。

PPML自動変換ツールの実行手順は、以下の通りです。

1 PPML自動変換ツールのVBAマクロプログラムが実装されている「SDOP-PPMLConversionTool.xls」ファイルを開きます。

2 開くと図 3.2に示す「SDOP-PPML Conversion tool – About」画面が表示されます。詳細は3.2節に示す「Next >」ボタンをクリックします。

3 「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面(図 3.3)が表示されます。3.2項に従い、各ファイルパスを設定し、「Next >」ボタンをクリックします。

4 「SDOP-PPML Conversion tool - Header names」画面（図 3.8）が表示されます。3.3項に従い、変換するヘッダー名を設定し、「Next >」ボタンをクリックします。

5 「SDOP-PPML Conversion tool - PPML File」画面（図 3.9）が表示されます。3.4項に従い出力ファイルの設定を行います。「Next >」ボタンをクリックすると、これまでの設定条件から、SDOP-PPML中間生成ファイルが作成されます。
6 「SDOP-PPML Conversion tool - Check & Trim elements」画面（図 3.12）が表示されます。3.5項に従いデータの補完やエラーの修正を行い、「Convert」ボタンをクリックします。

7 「SODP-PPML Conversion tool - Convert」画面（図 3.15）が表示され、PPMLデータファイルが作成されます。PPMLデータファイルの作成過程が表示されます。PPMLデータファイルを作成後「Finish」ボタンをクリックすると本ツールは終了します。

上記の操作により、各画面で指定した設定情報に従い、PPMLへの自動変換が実施されPPMLデータファイルが指定フォルダに作成されます。
[image: image10.emf] 

( 4 )  

( 5 )  

( 7 )  

( 8 )  

( 9 )  

( 12 )  

( 11 )  

( 6 )  

( 2 )  

( 3 )  

( 13 )  

( 14 )  

( 10 )  

(1)  


[image: image27.png]foraione

foraione

foraione

fortons

18
1o e e e
2 Erry e Sawee omies
4 v W] qualityGonirol hushandry experiment | parameter ~Settine L =




図 3.1　画面の遷移図

表 3‑1　画面遷移図の説明(1/2)
	番号
	画面の名称
	説明
	詳細

	(1)
	SDOP-PPML Conversion tool - About
	PPML自動変換ツールについての概要が表示されます。
	3.2

	(2)
	SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files
	SDOPデータファイルおよびSDOP-PPML対応表ファイルを設定します。また、登録されている追加SDOPデータファイルから変換を行うデータを選択します。
	3.2

	(3)
	Default sets of SDOP and reference files
	(2)のSDOPデータファイルを設定しますと自動入力されるSDOP-PPML対応表ファイルのパス設定の一覧が表示されます。
	3.2

	(4)
	Set default reference files
	(3)のデータを追加、編集を行います。
	3.2

	(5)
	Additional SDOP file setting
	追加するSDOPデータファイルおよびSDOP-PPML対応表ファイルの設定を行います。
	3.2

	(6)
	Set header name of SDOP file
	SDOPデータファイルと追加するSDOPデータファイルのヘッダー名の関係を入力します。
	3.2

	(7)
	SDOP-PPML Conversion tool - Header names
	変換するSDOPデータファイルのヘッダー名を指定します。
	3.3

	(8)
	SDOP-PPML Conversion tool - PPML File
	作成されるPPMLデータファイルについての設定を行います。
	3.4

	(9)
	PPML file configurations
	作成されるPPMLデータファイルのヘッダー毎の設定情報を入力します。
	3.4

	(10)
	Options
	スキーマのファイルパス、SDOPデータファイルのシート名の選択等の設定を行います。
	3.4


表 3‑1　画面遷移図の説明(2/2)
	番号
	画面の名称
	説明
	詳細

	(11)
	SDOP-PPML Conversion tool - Check & Trim elements
	SDOP-PPML対応表ファイルに変更項目がないため抽出できなかったSDOPデータを表示します。
	3.5

	(12)
	Check & Fix errors（No declaration in reference file）
	SDOP-PPML対応表ファイルで定義されていないため、変換されなかったSDOPデータファイルの項目を表示します。
	3.4

	(13)
	Check & Fix errors（No value find in both SDOP file and reference file）
	SDOP-PPML対応表ファイルの既定値とSDOPデータファイルの値の両方でデータが設定されていない項目を表示します。
	3.4

	(14)
	SODP-PPML Conversion tool - Convert
	PPMLデータファイルへの変換を実行します。
	3.6


3.1 「SDOP-PPML Conversion tool – About」画面
図 3.2に示す「SDOP-PPML Conversion tool – About」画面はPPML自動変換ツールの起動時に初めに表示される画面です。本ツールの概要が記載されます。

「Do not show again this explanation」欄のチェックを有効にすると次の起動時にこの画面ではなく、3.2項に示す「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面が表示されます。チェックの切替は3.4項の「Options」画面からも行えます。

「Next >」ボタンをクリックすると、「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面が表示されます。
「Cancel」ボタンをクリックすると、画面が終了し、PPMLへの変換は実施されません。
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図 3.2　「SDOP-PPML Conversion tool – About」画面

3.2 「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面
図 3.3に示す「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面ではSDOPデータファイルおよび、SDOP-PPML対応表ファイルのファイルパスを指定します。各ファイルパス入力欄の右にあるボタンをクリックするとファイルを選択するダイアログが表示されます。
SDOP-PPML対応表ファイルのパスはSDOPデータファイルが設定されると自動入力する機能を備えます。設定は「Set Default…」ボタンをクリックし、表示される「Default sets of SDOP and reference files」画面(図 3.4)で行います。

「Set “Sheet” name…」ボタンをクリックするとSDOP-PPML対応表ファイルの「SETTING」シート(2.2.4節)が表示されSDOP-PPML対応表ファイルのシート名と変換対象のPPMLの要素名の関連付けを設定できます。

「Additional SDOP files」欄では追加して変換するSDOPデータファイルを設定します。登録済みの追加SDOPデータファイルの行をチェックすると、作成されるPPMLデータファイルにデータが追加されます。

「Add」ボタンおよび「Detail」ボタンをクリックすると、図 3.6に示す「Additional SDOP file setting」画面が表示され、それぞれ新規の設定情報の追加、および登録された設定情報の表示・編集が行えます。

「Delete」ボタンをクリックすると選択されたファイルの設定情報が削除されます。
画面下部にある「Next >」ボタンをクリックすると、3.3項に示す「SDOP-PPML Conversion tool - Header names」画面が表示されます。「Cancel」ボタンをクリックすると画面を閉じます。
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図 3.3　「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面

図 3.4に示す「Default sets of SDOP and reference files」画面では「Test Name」列に、SDOPデータファイルのTitle要素のLong name要素(ヘッダー名は指定しない)を入力し、関連付けるSDOP-PPML対応表ファイルのパスを設定します。
「↑」または「↓」ボタンでは選択されたデータと矢印の方向のデータを入れ替えます。
「Add」ボタンをクリックすると、図 3.5に示す「Set default reference files」画面が表示され、新たにデータを追加します。その際、「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面の設定情報が「Test Name」および「SDOP-PPML reference file」列に値が入力されます。但し、ファイルパスが選択されていない場合は入力されません。
登録されているデータを編集する場合は、対象データを選択し「Edit」ボタンをクリックします。表示される「Set default reference files」画面で、入力されたデータを編集し「OK」ボタンをクリックします。

データの追加および編集ともに、重複した「Test Name」の登録は行えません。
「Delete」ボタンは選択したデータを削除します。
「OK」ボタンをクリックすると、変更した内容が登録されます。
「Cancel」ボタンをクリックすると、変更した内容が反映されずに画面を閉じます。
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図 3.4　「Default sets of SDOP and reference files」画面
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図 3.5　「Set default reference files」画面
図 3.6に示す「Additional SDOP file setting」画面では追加するSDOPデータファイルの設定を行います。表 3‑2に設定内容を記します。

「Declare associations between SDOP And Additional SDOP data」欄には「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面で設定したSDOPデータファイルと追加SDOPデータファイルのヘッダー名の関係がテーブル形式で表示されます。編集はテーブルの対象行をクリックすると表示される図 3.7の「Set header name of SDOP file」画面で行います。「SDOP:」欄のSDOPデータファイルのヘッダー名がコンボボックスにより選択できます。
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図 3.6　「Additional SDOP file setting」画面
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図 3.7　「Set header name of SDOP file」画面
表 3‑2　「Additional SDOP file setting」画面の内容
	項目名
	内容

	Additional SDOP file path
	追加するSDOPデータファイルのパスを設定します。右のボタンをクリックするとファイルを選択するダイアログが表示されます。

	Declare associations between SDOP and Additonal SDOP data
	追加するSDOPデータファイルと「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面で設定したSDOPデータファイルのヘッダー名の関係がテーブル形式で表示されます。「Additional SDOP file」列は追加SDOPデータファイルのヘッダー名が表示されます。

	SDOP-PPML reference file path
	追加SDOPデータファイルの変換対象であるSDOP-PPML対応表ファイルのファイルパスを入力します。右のボタンをクリックするとファイルを選択するダイアログが表示されます。
「Open」ボタンをクリックすると2.2.4節に示す「SETTING」シートが表示されSDOP-PPML対応表ファイルのシート名とPPMLの要素名の関連付けを設定できます。

	Comment
	コメントを入力します。


3.3 「SDOP-PPML Conversion tool - Header names」画面
図 3.8に示す「SDOP-PPML Conversion tool - Header names」画面では変換対象のヘッダー名を指定します。
「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面で設定したSDOPデータファイルのヘッダー名が「The list of header names in SDOP file」欄のリストボックスに表示されます。
変換は、「Convert to PPML」欄のリストボックスに表示されたヘッダー名で実施します。このリストボックスへの追加は、「The list of header names in SDOP file」欄のヘッダー名を選択し、「Add >」ボタンのクリックにより行います。

「Add all >>」ボタンをクリックすると、全てのヘッダー名が追加されます。
「Convert to PPML」欄のリストボックスのヘッダー名の削除は、ヘッダーを選択し「< Remove」ボタンをクリックします。

「<< Remove all」ボタンをクリックすると、全てのヘッダー名が削除されます。
画面の下部にある「Next >」ボタンをクリックすると、3.4項に示す「SDOP-PPML Conversion tool - PPML File」画面が表示されます。
「< Back」ボタンをクリックすると、3.2項に示す「SDOP-PPML Conversion tool - SDOP Files」画面が表示されます。
「Cancel」ボタンをクリックすると画面が閉じます。
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図 3.8　「SDOP-PPML Conversion tool - Header names」画面

3.4 「SDOP-PPML Conversion tool - PPML File」画面
図 3.9に示す「SDOP-PPML Conversion tool - PPML File」画面では作成される出力ファイルについての設定を行います。

「File name list of PPML file」欄では表 3‑3に示す設定がテーブル形式で表示されます。設定の編集はテーブルの対象行をクリックすると表示される図 3.10の「出力設定の入力」画面で行います。

「PPML file output directory」欄には出力するフォルダを設定します。作成されるPPMLデータファイルを指定したフォルダに出力します。右のボタンをクリックすると、フォルダを選択するダイアログが表示されます。
「Option」欄にある「Setting…」ボタンをクリックすると、図 3.11に示す「Options」画面が表示されます。この画面では、表示されている項目について設定できます。項目についての説明を表 3‑5に示す「OK」ボタンをクリックすると、設定が反映されます。
「Next >」ボタンをクリックすると、これまでの設定情報に基づき、SDOP-PPML中間生成ファイルが作成され、3.5項に示す「SDOP-PPML Conversion tool - Check & Trim elements」画面が表示されます。
「< Back」ボタンをクリックすると、3.3項に示す「SDOP-PPML Conversion tool - Header names」画面が表示されます。
「Cancel」ボタンをクリックすると、画面が閉じます。
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図 3.9　「SDOP-PPML Conversion tool - PPML File」画面
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図 3.10　「PPML file configurations」画面
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図 3.11　「Options」画面

表 3‑3　「PPMLの出力設定」の項目の説明
	項目
	説明

	Header Name
	変換を実施するヘッダー名が表示されます。変更は不可。右側にあるヘルプボタンをクリックするとSDOPデータファイルの対象ヘッダーが選択された状態で表示されます。

	PPML file name
	作成されるPPMLのファイル名が表示されます。ファイル名は「テスト項目名+”(”+番号+”)”」が初期値として設定されます。番号は1から昇順に付けられる。

	Reference method
	SDOP-PPML対応表ファイルの「DEFAULT VALUE」列の値の参照方法を設定します。設定できる参照方法は表 3‑4に示す3項目あり、コンボボックスで選択します。

	Trim by Datatype
	SDOP-PPML対応表ファイルのPPML要素「dataType」の「DEFAULT VALUE」列に設定されるデータ型を参照し、出力値を抽出するかを選択します。データ型による抽出方法を表 2‑2に示す抽出する場合はチェックを有効にします。


表 3‑4　「DEFAULT VALUE」列の参照方法
	項目名
	説明

	It refers to default by priority
	「DEFAULT VALUE」に値が設定されている場合、SDOPデータファイルの値より優先して参照します。

	It refers to SDOP file by priority
	SDOPデータファイルのデータが空の場合にのみ、「DEFAULT VALUE」の値を参照します。

	Don't refer to default
	「DEFAULT VALUE」の値を参照しません。


表 3‑5　「Options」画面の項目の説明
	項目名
	説明
	初期値

	Remove intermediate files when finish conversion
	変換過程で生成されるSDOP-PPML中間生成ファイルを削除するか選択できます。
	選択

	Close SDOP-PPML reference files when finish conversion
	PPML変換終了時に変換したSDOP-PPML対応表ファイルを閉じるか選択します。
	選択

	Close SDOP files when finish conversion
	PPML変換終了時に変換したSDOPデータファイルを閉じるか選択します。
	選択

	The worksheet name of data in SDOP file
	SDOPデータファイルのデータを取得するシート名を設定します。コンボボックスにはSDOPデータファイルのシート名が表示されます。
	“Input SDOP”

	Do not show "About" form again
	起動時にPPML自動変換ツールの概要画面の表示を選択できます。
	非選択

	PPML schema file path
	スキーマファイルのファイルパスを設定します。
	“\PPML schema file\PPML_v1_4.xsd”


3.5 「SDOP-PPML Conversion tool - Check & Trim elements」画面
図 3.12に示す「SDOP-PPML Conversion tool - Check & Trim elements」画面では、中間生成ファイル作成時にSDOP-PPML対応表ファイルに変換項目がないため抽出できなかったSDOPデータファイルのデータを対象に値の補完を行います。

「Header name」欄ではデータを補完するヘッダー名をコンボボックスにより選択します。右側のヘルプボタンをクリックするとSDOPデータファイルの対象ヘッダーが選択された状態で表示されます。

下部の表では検出されなかったデータのPPMLの要素が表示されます。

「Set Value…」ボタンをクリックすると、値を入力するインプットボックスが表示されます。

対象データを選択し「Move to…」ボタンをクリックすると、SDOP-PPML対応表ファイルが開かれ、対象行がアクティブになる。

データを変更し、「Apply changes」ボタンをクリックすると、変更が反映されて表の内容が更新されます。
「Error」欄の「Check & Fix…」ボタンをクリックすると、図 3.12の「Check & Fix errors（No declaration in reference file）」画面が表示され、SDOP-PPML対応表ファイルで未設定な項目およびデータが設定されなかった項目について確認できます。エラーが検出された場合、自動的に表示されます。

「N. of elements that cannot find value in SDOP files」欄では抽出されなかったデータについて、全ヘッダー名を通した件数が表示されます。

「Convert」ボタンをクリックすると、3.6項の「SODP-PPML Conversion tool - Convert」画面が表示され、PPMLデータファイルが作成されます。
「< Back」ボタンをクリックすると、3.4項に示す「SDOP-PPML Conversion tool - PPML File」画面が表示されます。

「Cancel」ボタンをクリックすると画面が閉じます。
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図 3.12　「SDOP-PPML Conversion tool - Check & Trim elements」画面

図 3.13に示す「Check & Fix errors（No declaration in reference file）」画面ではSDOP-PPML対応表ファイルで定義されていないため、SDOPデータファイルの変換が行われなかったデータが表示されます。

「SDOP-PPML reference files」欄のリストボックスにはSDOP-PPML対応表ファイルのファイル名が表示されます。右側に、エラー箇所を示す情報（行番号、項目名、シート名）の一覧がデータ形式で表示されます。

編集するエラー箇所を選択し、「Move to…」ボタンをクリックすると、SDOP-PPML対応表ファイルの対象行がアクティブになる。

「Apply changes」ボタンをクリックすると、再びSDOP-PPML中間生成ファイルが作成され、エラー箇所の一覧が更新されます。
画面左部のサイドバーの「No value find in both SDOP file and reference file」をクリックすると、図 3.14の「Check & Fix errors（No value find in both SDOP file and reference file）」画面に切り替わります。
「閉じる」ボタンをクリックすると画面が閉じます。
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図 3.13　「Check & Fix errors（No declaration in reference file）」画面

図 3.14の「Check & Fix errors（No value find in both SDOP file and reference file）」画面では、SDOPデータファイルの値およびSDOP-PPML対応表ファイルの既定値の両方で入力値が未設定な項目が表示されます。コンボボックスで「SDOP file」か「SDOP-PPML reference file」を選択し、リストボックスに表示されるファイルを選択にします。右部に選択されたファイルにおけるエラー箇所を示す情報（行番号、項目名、シート名）が手ぶる形式で表示されます。ボタンの操作方法は「Check & Fix errors（No declaration in reference file）」画面と同じです。
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図 3.14　「Check & Fix errors（No value find in both SDOP file and reference file）」画面

3.6 「SODP-PPML Conversion tool - Convert」画面
図 3.15に示す「SODP-PPML Conversion tool - Convert」画面ではPPMLデータファイルを作成する過程の進捗状況を確認することができます。
「Process」欄に、PPMLデータファイルの作成過程が表示されます。

「Finish」ボタンをクリックすると画面が閉じ、PPML自動変換ツールは終了します。
「Open output folder」欄のチェックを有効にすると画面が閉じた際に、PPMLデータファイルが作成されたフォルダが表示されます。
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図 3.15　「SODP-PPML Conversion tool - Convert」画面
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